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正投影図法

さ

投影法には、大きく分けて、透視投影と、平行投影があ
ります。投影法とは三次元の物体を二次元上で表現する
ための規則のことで、正投影図法は、平行投影の考え方
の一つです。複面投影（２つ以上の投影面によって表現
される）であることが特徴で、正面図・平面図・右側面
図・左側面図・背面図・下面図の 6 つの投影面によって
表されます。正投影図法を用いて製図をするのは、いく
つもの投影面を必要とするため不便なようですが、物の
形、つまり高さ・幅・奥行きを正確に表すことができる
という長所があります。そのため、工業製品などの図面
は、一般的に正投影図法を用いて描かれています。ただ
し、実際の図面では、物の形を判断できる最小限の投影
面があればよいので、多くの場合は正面図・平面図・右（も
しくは左）側面図の３面図によって表されます。正投影
図を描き表す方法には、第三角法と第一角法があります
が、JIS（日本工業規格）によって、工業用図面は一般
的には第三角法によって表すことが決められています。

正投影図法

概要

せいとうえいずほう
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下面図

平面図

正面図

左側面図

右側面図

背面図

品物

画面（投影面）

視線（投影線）
視点

品物

画面（投影面）

視線（投影線）

視点

透視投影

平行投影
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02正投影図法
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正面図

平面図

側面図

第三角法による投影

（工業用図面は通常、正面図・

平面図・右もしくは左側面図の

 三面によって表されます。）
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正面図 Aを中心にして、
箱を開くように各投影面を
平面にしていきます。

Ａ. 正面図
Ｂ. 平面図
Ｃ. 右側面図
Ｄ. 左側面図
Ｅ. 背面図
Ｆ. 下面図

第三角法の考え方

投影法

平行投影

透視投影

正投影

軸測投影

キャビネット図

一点透視投影

二点透視投影

カバリエ図

三点透視投影

直角投影

斜投影

不等角投影

第三角法

第一角法

等角投影

投影法の体系


